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第７回臨時会は、１１月３０日に開会し、条例改正や各会計補正予算について審議・可決し閉会しました。

第7回 町議会臨時会

議会だより ＮＯ.237

　

議
会
議
員
、
特
別
職
及
び
職
員
の
報
酬
等
に
つ
い

て
人
事
院
勧
告
に
準
じ
、
条
例
を
改
正
す
る
も
の
で

す
。

職
員
の
報
酬
等
に
つ
い

例
を
改
正
す
る
も
の
で

条
　
例

議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

小
清
水
町
長
等
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

▼
契
約
先

　
有
限
会
社　

丸
三
佐
藤
家
具
セ
ン
タ
ー

▼
契
約
金
額　

１
千
２
４
７
万
４
千
円

契
　
約

小
中
学
校
電
子
黒
板
購
入
事
業
に
か
か
る
契
約

の
締
結

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
制
定

▼
期
末
手
当

　
支
給
月
数
を
０
．０
５
ヶ
月
分
引
き
下
げ
、
現
行

　
４
．５
ヶ
月
分
か
ら
４
．４
５
ヶ
月
分
に
改
正

（
公
布
の
日
施
行
）

▼
期
末
勤
勉
手
当
の
改
定

　
【
一
般
職
員
】

　
支
給
月
数
を
０
．０
５
ヶ
月
分
引
き
下
げ
、
現
行

　
４
．５
ヶ
月
分
か
ら
４
．４
５
ヶ
月
分
に
改
定

（
公
布
の
日
施
行
）

令和2年度 補正予算

　歳入歳出予算の総額からそれぞれ
23,717 千円を減額し、歳入歳出予算の
総額をそれぞれ 6,494,410 千円とする
ものです。
　主な補正内容は次のとおりです。

▼一般会計　　

▼介護保険特別会計
　【サービス事業勘定】 　
　　歳入歳出予算の総額からそれぞれ1,154千円を減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ20,836千円とするものです。

▼簡易水道事業会計
　　収益的支出予算の総額から376 千円を減額し、収益的支出予算の総額を204,383 千円とするものです。

▼農業集落排水事業会計
　　収益的支出予算の総額から14千円を減額し、収益的支出予算の総額を171,237 千円とするものです。

議 会 費

総 務 費

民 生 費

農林水産業費

教 育 費

合 計

△104
△18,340
△1,154
△18

△4,101
△23,717

一般職手当等の補正

一般職給料の補正　など

介護保険特別会計繰出金

一般職手当等の補正　など

一般職給料の補正　など

補正科目　  　  補  正  額　　　　　 主 な 補 正 内 容 
千円

千円

千円

千円

千円

千円

こしみず議会だより こしみず



　　第８回定例会は１２月１５日に開会し、町長の行政報告や 5 議員の一般質問のほか、条例改正や各会計補正予

　算などを審議・可決し閉会しました。

第8回 町議会定例会
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議・可決し閉会しました。

意  見  書
　　議員から提出された 1 件の意見書案について審議の結果、原案のとおり可決し、関係機関に提出することと

　しました。

・内閣総理大臣
・財務大臣
・農林水産大臣
・経済産業大臣

　農業者が安心して営農を継続できるよう、新型コロナウイルス感染症対

策の強化を求める。

⑴地方自治体への対策関連予算の十分な確保と適時対応を図ること

⑵農畜産物の需要を喚起する対策を強化し、米の需給調整機能が発揮され

る仕組みの構築

コロナ禍による
地域経済対策を
求める意見書

件　　名　　　　　　　　　 　　　　　 要　　　　旨 　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　提　出　先

　
「
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
」
に
よ
り
、
地
方
税
等
に
お
け
る

延
滞
金
及
び
還
付
加
算
金
に
関
す
る
規

定
が
改
正
さ
れ
、
関
連
す
る
４
つ
の
条

例
整
備
を
行
う
も
の
で
す
。

（
令
和
３
年
１
月
１
日
施
行
）

条
　
例

小
清
水
町
債
権
管
理
条
例
等
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
制
定

▼
指
定
管
理
者

　
　

小
清
水
町
農
業
協
同
組
合

　
　

代
表
理
事
組
合
長　

安
田　

和
弘

▼
指
定
期
間

　
　

自　

令
和
３
年
４
月
１
日

　
　

至　

令
和
８
年
３
月
３１
日

指
定
管
理
者

小
清
水
町
営
牧
場

▼
指
定
管
理
者

　
　

小
清
水
町
委
託
事
業
協
同
組
合

　
　

理
事
長　

今
井　

篤

小
清
水
町
社
会
教
育
施
設
及
び
社

会
体
育
施
設

▼
指
定
管
理
者

　
　

小
清
水
町
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会

　
　

会
長　

佐
藤　

正
道

▼
指
定
期
間

　
　

自　

令
和
３
年
４
月
１
日

　
　

至　

令
和
８
年
３
月
３１
日

小
清
水
町
民
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

▼
指
定
管
理
者

　
　

止
別
自
治
連
合
会

　
　

会
長　

秋
葉　

啓
雅

▼
指
定
期
間

　
　

自　

令
和
３
年
４
月
１
日

　
　

至　

令
和
８
年
３
月
３１
日

止
別
公
民
館

▼
指
定
期
間

　
　

自　

令
和
３
年
４
月
１
日

　
　

至　

令
和
８
年
３
月
３１
日
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令和2年度 補正予算

りり

一 

般 

質 

問

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
舗
装
資
材

化
に
つ
い
て

問 

①

工
藤　

 

孝
一 

議
員

　
　

本
町
の
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
発
電

　

所
や
石
灰
工
場
等
の
燃
料
に
な
っ
て

　

い
ま
す
が
、「
パ
リ
協
定
」
や
「
Ｓ

　

Ｄ
Ｇ
ｓ（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）」

　

の
中
で
、
環
境
汚
染
物
質
を
排
出
す

　

る
焼
却
処
分
を
見
直
す
動
き
が
あ
り

　

ま
す
。
リ
サ
イ
ク
ル
モ
デ
ル
事
業
と

　

し
て
、
近
隣
市
町
や
寒
地
土
木
研
究

　

所
と
協
力
し
て
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装

　

資
材
化
に
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
ま

　

す
が
、
町
長
の
考
え
を
お
聞
き
し
ま

　

す
。

▼一般会計　　
　歳入歳出予算の総額からそれぞれ 14,235 千円を減額し、歳入歳出の予算の総額を 6,480,175 千円とするも
のです。
　主な補正内容は次のとおりです。

▼国民健康保険特別会計
　　歳入歳出予算の総額にそれぞれ 6,265 千円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ 873,765 千円とするも
　のです。

▼後期高齢者医療特別会計
　　歳入歳出予算の総額にそれぞれ 561 千円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ 94,561 千円とするもの

　です。

▼介護保険特別会計
　【保険事業勘定】
　　歳入歳出予算の総額にそれぞれ 1,930 千円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ 560,373 千円とするも
　のです。

▼簡易水道事業会計
　　収益的収入予算は総額から653 千円を減額し、収益的収入予算の総額を200,218 千円とするもので、
　　収益的支出予算は総額に2,403 千円を増額し、収益的支出予算の総額を206,786 千円とするものです。

▼農業集落排水事業会計
　　収益的収入予算は総額に5,608 千円を増額し、収益的収入予算の総額を184,948 千円とするもので、
　　収益的支出予算は総額に12,523 千円を増額し、収益的支出予算の総額を183,760 千円とするものです。

議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

農林水産業費

商 工 費

消 防 費

教 育 費

合 計

△2,700
4,198

△3,940
295

4,092
△2,590
△600

△12,990
△14,235

費用弁償　など

建物補償費、広域生活交通路線維持費補助金　など

介護保険特別会計繰出金、婚活プロジェクト実行委員会交付金　など

後期高齢者医療特別会計繰出金　など

林業振興基金積立金　など

観光協会補助金　など

斜里地区消防組合負担金

社会教育バス運行業務委託料　など

補正科目　  　 補  正  額　　　　　 　　　　　　　主 な 補 正 内 容 
千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円



問 

②

工
藤　

 

孝
一 

議
員

　
　

廃
プ
ラ
の
舗
装
化
に
つ
い
て
は
世  

　

界
各
国
で
研
究
開
発
が
さ
れ
て
お
り

　

ま
す
が
、
国
内
で
は
安
全
性
の
確
認

　

が
さ
れ
て
い
な
い
な
ど
の
理
由
か
ら

　

認
可
が
下
り
て
い
ま
せ
ん
。
一
方
、

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
循
環
戦
略
を
昨

　

年
政
府
が
策
定
し
た
こ
と
か
ら
も
、

　

本
町
の
よ
う
な
小
さ
な
自
治
体
で
も

　

焼
却
中
心
か
ら
資
源
化
重
視
に
変
え

　

る
た
め
の
行
動
が
問
わ
れ
る
時
だ
と

　

考
え
ま
す
が
、
再
度
考
え
を
お
聞
き

　

し
ま
す
。
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小
清
水
町
市
街
第
２
裏
通
り

の
安
全
性
に
つ
い
て

問 

①

鬼
塚　
　

茂 

議
員

本
町
の
畑
か
ん
事
業
の
安
全
対

策
に
つ
い
て

問 

①

鬼
塚　
　

茂 

議
員

　
　

市
街
東
第
２
裏
通
り
は
、Ａ
コ
ー

　

プ
の
利
用
や
通
学
路
な
ど
、
大
勢
の

　

人
と
車
が
交
わ
る
場
所
と
な
っ
て
い

　

ま
す
が
、
信
号
や
ス
ピ
ー
ド
制
限
等

　

も
行
っ
て
い
な
い
た
め
危
険
な
状
態

　

で
す
。
安
全
対
策
、
対
応
に
つ
い
て

　

お
伺
い
し
ま
す
。

　
　

畑
か
ん
事
業
で
は
、
畑
地
へ
の
用

　

水
の
安
定
的
な
供
給
の
た
め
緑
ダ
ム

　

が
新
設
さ
れ
、
頭
首
工
、
用
水
路
、

　

排
水
路
、
道
路
な
ど
が
一
体
的
に
整

　

備
さ
れ
ま
し
た
が
、
最
初
の
着
工
か

　

ら
約
４２
年
が
経
過
し
、
地
震
等
に
よ

　

る
水
漏
れ
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
安
全

　

対
策
や
長
寿
命
化
の
対
応
策
に
つ
い

　

て
お
伺
い
し
ま
す
。

　
　

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
再
利
用
に
つ
い

　

て
は
、
環
境
省
を
は
じ
め
各
企
業
な
ど

　

で
研
究
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、

　

そ
の
評
価
は
こ
れ
か
ら
で
あ
り
、
廃
プ

　

ラ
ス
チ
ッ
ク
の
再
利
用
と
は
別
の
舗
装

　

リ
サ
イ
ク
ル
技
術
は
寒
地
土
木
研
究
所

　

で
研
究
を
進
め
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
　

本
町
に
お
い
て
も
昨
年
３
月
に
「
第

　

３
期
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
」
を

　

策
定
し
、「
パ
リ
協
定
」
に
基
づ
く
環
境

　

対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
は

　

あ
り
ま
す
が
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
問

　

題
は
本
町
や
近
隣
市
町
だ
け
で
は
な
く

　

全
国
的
、
世
界
的
な
課
題
だ
と
考
え
て

　

い
ま
す
。
資
材
化
の
再
利
用
は
、
今
後

　

の
研
究
の
進
展
と
実
用
化
に
期
待
し
た

　

い
と
思
い
ま
す
。

答 

①

久
保　

弘
志 

町
長

　
　

本
町
に
お
き
ま
し
て
も
第
３
期
地

　

球
温
暖
化
実
行
計
画
に
基
づ
い
て
行

　

動
す
る
責
任
が
あ
る
と
認
識
し
て
お

　

り
ま
す
の
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
や

　

国
の
取
り
組
み
の
推
移
を
み
な
が
ら
、

　

町
と
し
て
で
き
る
こ
と
を
近
隣
市
町

　

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
進
め
て
い
く

　

考
え
で
す
。

答 

②

久
保　

弘
志 

町
長

　
　

現
在
、
新
し
い
Ｊ
Ａ
事
務
所
が
建

　

設
さ
れ
、
現
在
の
事
務
所
が
駐
車
場

　

に
な
る
と
伺
っ
て
お
り
、
町
道
を
横

　

断
す
る
機
会
が
さ
ら
に
増
え
る
と
考

　

え
ら
れ
ま
す
。
歩
行
者
の
安
全
を
確

　

保
で
き
る
対
策
を
検
討
し
、
警
察
・

　

公
安
の
ご
指
導
を
い
た
だ
き
な
が
ら

　

Ｊ
Ａ
や
Ａ
コ
ー
プ
と
協
議
を
し
、
ス

　

ピ
ー
ド
制
限
や
信
号
の
必
要
性
、
横

答 

①

久
保　

弘
志 

町
長

　
　

畑
か
ん
施
設
等
は
、
平
成
１８
年
度

　

の
供
用
開
始
以
降
数
度
の
地
震
に
見

　

舞
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
漏
水
等
管
路

　

に
異
常
が
発
生
し
た
実
績
は
あ
り
ま

　

せ
ん
。
仮
に
漏
水
等
に
よ
る
流
水
量

　

の
異
常
が
感
知
さ
れ
る
と
、
フ
ァ
ー

　

ム
ポ
ン
ド
に
設
置
さ
れ
て
い
る
「
遮

　

断
弁
」
が
作
動
し
て
末
端
へ
の
給
水

答 

①

久
保　

弘
志 

町
長

　

断
歩
道
の
新
設
や
移
設
な
ど
、
人
と

　

車
が
安
全
に
往
来
で
き
る
対
策
を
講

　

じ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て

問 

①

更
科　

浩
司 

議
員

　
　

い
ま
だ
に
終
息
の
み
え
な
い
コ
ロ
ナ

　

禍
に
お
い
て
、
役
場
内
で
感
染
が
発
生

　

し
た
場
合
の
対
応
な
ど
を
伺
い
ま
す
。

問 

②
　

更
科　

浩
司 

議
員

　
　

町
内
企
業
で
発
生
し
、
休
業
し
た

　

場
合
な
ど
の
支
援
策
に
つ
い
て
再
度

　

伺
い
ま
す
。

問 

②

更
科　

浩
司 

議
員

　
　

舗
装
道
路
の
修
繕
で
は
な
く
、
未

　

舗
装
道
路
を
簡
易
舗
装
に
す
る
な
ど

　

の
対
策
は
な
い
の
か
再
度
伺
い
ま
す
。

町
道
の
整
備
に
つ
い
て

問 

①

更
科　

浩
司 

議
員

　
　

未
舗
装
道
路
で
大
型
ト
ラ
ッ
ク
の

　

逸
脱
事
故
や
、
コ
ン
バ
イ
ン
や
ト
ラ

　

ク
タ
ー
な
ど
の
ほ
場
間
移
動
に
支
障

　

が
で
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
の
整
備

　

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　

ま
ず
は
、
職
員
間
の
ま
ん
延
防
止

　

対
策
を
図
る
職
員
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル

　

と
、
職
員
に
罹
患
者
や
濃
厚
接
触
者

　

が
確
認
さ
れ
た
場
合
の
出
勤
停
止
ガ

　

イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し
、
平
時
か
ら

　

感
染
拡
大
防
止
対
策
を
行
っ
て
い
ま

　

す
。
実
際
に
職
員
が
陽
性
と
判
断
さ

　

れ
た
場
合
は
保
健
所
の
指
示
に
従
い
、

　

さ
ら
に
感
染
が
拡
大
し
な
い
よ
う
時

　

差
出
勤
や
一
部
在
宅
勤
務
な
ど
に

　

よ
っ
て
職
員
同
士
の
接
触
を
抑
え
つ

　

つ
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
支
障
が
出
な

　

い
よ
う
業
務
を
継
続
し
て
い
く
体
制

　

を
整
え
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

答 

①

久
保　

弘
志 

町
長

　
　

特
定
の
事
業
者
に
感
染
に
よ
る
休

　

業
補
償
な
ど
の
支
援
を
す
る
こ
と
は

　

難
し
い
こ
と
を
、
ご
理
解
い
た
だ
き

　

た
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

答 

②

久
保　

弘
志 

町
長

　
　

地
域
か
ら
要
望
が
あ
っ
た
も
の
に

　

つ
い
て
は
、
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な

　

が
ら
対
応
で
き
る
も
の
は
す
ぐ
に
対

　

応
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
も

　

各
地
域
の
道
路
愛
護
推
進
員
を
中
心

　

に
地
域
の
中
で
協
議
さ
れ
要
望
を
い

　

た
だ
き
、
町
と
委
託
事
業
組
合
が
連

　

携
し
、
地
域
と
も
協
議
を
行
い
な
が

　

ら
課
題
解
決
を
し
て
い
き
た
い
と
考

答 

②

久
保　

弘
志 

町
長

　
　

道
路
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
地

　

域
の
要
望
や
現
況
・
課
題
等
を
整
理

　

し
年
次
計
画
に
よ
り
整
備
推
進
を
図

　

る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
実

　

施
に
あ
た
っ
て
は
大
き
な
費
用
が
生

　

じ
る
こ
と
か
ら
、
財
源
の
確
保
か
ら

　

も
国
・
道
の
公
共
事
業
予
算
の
対
象

　

と
な
る
路
線
を
中
心
に
進
め
て
い
ま

　

す
の
で
、
引
き
続
き
国
、
道
の
事
業

　

予
算
確
保
に
努
め
整
備
を
進
め
て
い

答 

①

久
保　

弘
志 

町
長

　

が
止
め
ら
れ
る
安
全
対
策
と
な
っ
て
い

　

ま
す
。

　
　

長
寿
命
化
の
対
応
策
に
つ
い
て
は
、

　

法
定
耐
用
年
数
４０
年
ご
と
に
全
管
路
を

　

更
新
す
る
こ
と
は
費
用
面
で
も
現
実
的

　

で
は
な
く
、
実
使
用
年
数
で
は
６０
年
〜

　

８０
年
の
使
用
に
耐
え
う
る
と
さ
れ
て
い

　

ま
す
。
施
設
所
有
者
の
北
海
道
開
発
局

　

で
は
、
１０
年
〜
１５
年
に
１
度
「
機
能
診

　

断
」
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
を
基
に
協

　

議
の
う
え
適
宜
必
要
な
箇
所
の
更
新
を

　

実
施
し
て
い
き
ま
す
の
で
ご
理
解
を
お

　

願
い
し
ま
す
。

　

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

ま
た
、
未
舗
装
道
路
に
つ
い
て
も

　

作
業
機
の
大
型
化
等
に
対
応
で
き
る

　

よ
う
、
路
盤
材
の
入
れ
替
え
、
砂
利

　

入
れ
な
ど
を
適
宜
行
っ
て
い
ま
す
の

　

で
、
早
急
な
改
善
が
必
要
な
箇
所
が

　

あ
り
ま
し
た
ら
、
道
路
愛
護
推
進
委

　

員
を
通
じ
て
要
望
を
し
て
い
た
だ
き
、

　

地
域
と
協
議
を
し
な
が
ら
道
路
整

　

備
・
維
持
管
理
に
努
め
た
い
と
考
え

　

て
い
ま
す
。

　

今
後
さ
ら
に
感
染
が
拡
大
す
る
こ
と

　

も
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
新
た
な
支

　

援
策
等
を
考
え
て
い
く
中
で
、
町
内

　

企
業
で
の
感
染
も
想
定
し
な
が
ら
対

　

応
策
を
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。



問 

②

瓜
田　

新
一 

議
員

　
　

ゴ
ミ
や
排
泄
物
を
砂
に
埋
め
る
人

　

や
、
駅
前
公
園
の
水
道
で
魚
の
処
理

　

を
行
う
人
、
封
鎖
さ
れ
て
い
る
簡
易

　

駐
車
場
の
柵
を
壊
し
て
駐
車
す
る
人

　

が
目
撃
さ
れ
て
い
ま
す
。
ど
こ
の
自

　

治
体
も
同
じ
よ
う
に
頭
を
悩
ま
せ
て

　

い
る
と
話
を
伺
い
ま
し
た
。
現
在
、

　

河
口
１
キ
ロ
が
規
制
さ
れ
て
い
ま
す

　

が
、
規
制
範
囲
を
さ
ら
に
広
げ
る
な

　

ど
の
対
応
は
可
能
な
の
か
再
度
お
聞

　

き
し
ま
す
。

災
害
避
難
所
に
つ
い
て

問 

①

瓜
田　

新
一 

議
員

　
　

胆
振
東
部
地
震
で
の
ブ
ラ
ッ
ク
ア

　

ウ
ト
を
経
て
、
避
難
所
で
の
電
気
確

　

保
が
重
要
と
考
え
ま
す
が
、
各
避
難

　

所
の
設
置
状
況
や
今
後
の
計
画
を
お

　

聞
き
し
ま
す
。

サ
ケ
釣
り
に
対
す
る
環
境
対
策

に
つ
い
て

問 

①

瓜
田　

新
一 
議
員

　
　

止
別
前
浜
周
辺
の
サ
ケ
釣
り
に
伴
い
、

　

車
の
駐
車
・
ゴ
ミ
・
排
泄
な
ど
の
問
題

　

が
あ
り
、
地
域
住
民
と
ト
ラ
ブ
ル
が
発

　

生
し
な
い
か
自
治
会
も
心
配
し
て
い
ま

　

す
が
、
対
策
を
お
聞
き
し
ま
す
。

　
　

町
で
も
路
上
駐
車
や
ゴ
ミ
の
不
法
投

　

棄
に
関
す
る
通
報
を
受
け
て
お
り
、
そ

　

の
対
策
と
し
て
警
察
の
協
力
を
得
な
が

　

ら
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

答 

①

久
保　

弘
志 

町
長

　
　

町
民
の
安
全
や
環
境
の
問
題
に
つ

答 

②

久
保　

弘
志 

町
長

　
　

本
年
度
、
愛
ホ
ー
ル
及
び
小
学
校

　

に
は
発
電
機
を
常
設
で
整
備
し
、
浜

　

小
清
水
及
び
止
別
公
民
館
に
は
発
電

　

機
を
設
置
で
き
る
よ
う
配
電
設
備
の

　

改
修
を
行
う
と
と
も
に
、
閉
校
と

　

な
っ
た
小
清
水
高
校
で
活
用
さ
れ
て

　

い
た
可
搬
型
発
電
機
を
、
指
定
緊
急

答 

①

久
保　

弘
志 

町
長

18 2021 年   2 月号

こしみず議会だより

　

注
意
喚
起
の
看
板
や
、
町
道
敷
地
に

　

駐
車
し
な
い
よ
う
三
角
コ
ー
ン
の
設

　

置
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
　

こ
の
問
題
は
釣
り
人
の
マ
ナ
ー
で

　

も
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
も
啓
発
に

　

努
め
て
い
き
ま
す
が
、
問
題
が
発
生

　

し
た
場
合
の
ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
た
め

　

に
も
、
個
人
で
は
対
応
せ
ず
町
や
警

　

察
に
連
絡
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
お

　

願
い
し
ま
す
。

　

避
難
場
所
「
道
の
駅
」
が
あ
る
地
区

　

の
浜
小
清
水
公
民
館
に
あ
ら
か
じ
め

　

設
置
し
て
い
ま
す
。

　
　

止
別
公
民
館
は
、
配
電
設
備
の
み

　

で
大
型
発
電
機
の
常
設
に
は
い
た
っ

　

て
ま
せ
ん
が
、
止
別
公
民
館
の
み
を

　

避
難
所
と
し
て
開
設
す
る
場
合
は
浜

　

小
清
水
公
民
館
の
可
搬
型
発
電
機
を

　

移
設
し
て
対
応
し
、
両
公
民
館
を
避

　

難
所
と
す
る
場
合
の
止
別
公
民
館
に

　

つ
い
て
は
、
既
に
設
備
し
て
あ
る
小

　

型
発
電
機
を
利
用
し
て
照
明
と
暖
房

　

機
能
を
維
持
し
つ
つ
、
避
難
所
と
し

　

て
開
設
で
き
る
体
制
を
整
え
る
計
画

　

で
す
。

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

　

終
息
し
て
い
な
い
中
で
も
災
害
発
生

　

時
に
は
避
難
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が

　

原
則
と
な
り
、
そ
の
た
め
に
も
、
感

　

染
症
対
策
を
踏
ま
え
た
避
難
所
整
備

　

を
進
め
ま
し
た
の
で
、
ご
理
解
を
お

　

願
い
し
ま
す
。

　

え
て
い
ま
す
。
す
ぐ
に
要
望
す
べ
て
を

　

改
善
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
優

　

先
順
位
を
決
め
な
が
ら
や
ら
ざ
る
を
得

　

な
い
と
い
う
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
き

　

た
い
と
思
い
ま
す
。   

　

い
て
は
、
警
察
と
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を

　

行
っ
て
い
き
ま
す
が
、
規
制
の
拡
大

　

や
釣
り
人
の
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
は
本

　

町
だ
け
の
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の

　

で
、
近
隣
市
町
と
連
携
し
、
北
海
道
、

　

関
係
機
関
と
意
見
交
換
を
し
な
が
ら

　

協
議
・
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

　

て
い
ま
す
。



農
林
水
産
業
の
６
次
産
業
化

に
む
け
た
本
町
の
取
り
組
み

に
つ
い
て

問 
①

佐
藤　
　

智 

議
員

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

　

に
よ
り
観
光
産
業
や
外
食
産
業
が
大

　

き
な
減
収
と
な
り
、
本
町
の
基
幹
産

　

業
で
あ
る
農
業
に
お
い
て
も
、
農
産

　

物
の
モ
ノ
余
り
な
ど
の
影
響
が
見
受

　

け
ら
れ
ま
す
。
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の

　

時
代
を
見
据
え
た
形
態
な
ど
、
今
後

問 

①

佐
藤　
　

智 

議
員

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

　

に
よ
り
、
人
が
集
ま
る
飲
食
の
自
粛

　

を
求
め
る
報
道
が
な
さ
れ
て
お
り
、

　

飲
食
店
な
ど
の
商
工
業
の
減
収
が
見

問 

②

瓜
田　

新
一 

議
員

　
　

冬
場
の
猛
吹
雪
な
ど
で
発
電
機
の
移

　

動
が
で
き
な
い
場
合
も
想
定
さ
れ
る
か

　

と
思
い
ま
す
が
、
対
応
策
を
再
度
お
聞

　

き
し
ま
す
。

問 

②

佐
藤　
　

智 

議
員

　
　

本
町
事
業
者
が
、
農
林
水
産
省
の

　

政
策
で
あ
る
食
料
産
業
・
６
次
産
業

　

化
推
進
交
付
金
の
定
め
る
事
業
所
と

　

し
て
認
可
を
受
け
た
場
合
の
町
の
取

　

り
組
み
を
伺
い
ま
す
。

問 

③

瓜
田　

新
一 

議
員

　
　

地
震
の
後
、
発
電
機
の
需
要
が
多
く

　

供
給
が
間
に
合
わ
な
い
こ
と
か
ら
、
落

　

ち
着
い
た
時
期
を
見
て
止
別
公
民
館
に

　

発
電
機
を
常
設
す
る
予
定
で
は
な
か
っ

　

た
で
し
ょ
う
か
。

　
　

そ
う
い
う
事
例
が
あ
っ
た
場
合
に

　

つ
い
て
は
個
別
に
対
応
し
、
町
の
魅

　

力
発
信
に
繋
が
る
も
の
で
も
あ
り
ま

　

す
の
で
支
援
に
向
け
た
協
議
を
行
い

　

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

答 

②

久
保　

弘
志 

町
長

　
　

本
町
の
農
産
物
に
つ
い
て
は
平
年

　

並
み
の
収
穫
を
確
保
で
き
て
お
り
、

　

加
工
原
料
で
あ
る
畑
作
３
品
に
つ
い

　

て
も
例
年
並
み
の
価
格
で
の
取
引
予

　

定
で
あ
る
と
Ｊ
Ａ
か
ら
報
告
を
受
け

　

て
い
ま
す
。

　
　

６
次
産
業
化
事
業
で
す
が
、
葉
菜

　

野
花
こ
し
み
ず
開
設
以
来
、
農
業
者

　

自
ら
が
生
産
・
加
工
・
商
品
化
す
る

　

取
り
組
み
に
対
し
て
支
援
を
実
施
し

　

て
お
り
、
町
で
も
ス
イ
ー
ト
ポ
テ
ト

　

な
ど
商
品
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま

　

す
。
本
町
で
生
産
さ
れ
た
農
産
物
の

　

加
工
に
よ
る
商
品
化
は
、
農
業
担
い

　

手
支
援
事
業
に
お
い
て
も
大
き
な
役

　

割
を
担
う
事
業
と
な
る
も
の
で
す
の

　

で
、
個
々
の
ご
要
望
が
あ
れ
ば
ご
相

　

談
い
た
だ
き
、
商
工
会
、Ｊ
Ａ
な
ど

　

関
係
機
関
と
協
議
の
う
え
、
検
討
を

　

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

答 

①

久
保　

弘
志 

町
長

　
　

止
別
公
民
館
は
小
型
の
発
電
機
で

　

最
低
限
の
容
量
を
ま
か
な
え
、
小
型

　

ス
ト
ー
ブ
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
浜

　

小
清
水
か
ら
移
設
が
で
き
な
く
て
も

　

十
分
し
の
げ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す

　

の
で
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

答 

③

久
保　

弘
志 

町
長

　
　

暴
風
雪
時
の
避
難
所
に
お
い
て
は
愛

　

ホ
ー
ル
を
第
一
に
開
設
す
る
こ
と
と
し

　

て
お
り
、
道
の
駅
が
指
定
緊
急
避
難
場

　

所
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
現
段

　

階
で
は
浜
小
清
水
公
民
館
に
可
搬
型
発

　

電
機
を
設
置
す
る
こ
と
に
ご
理
解
願
い

　

ま
す
。
冬
期
間
通
行
が
困
難
な
状
況
が

　

発
生
し
た
際
に
は
除
雪
車
を
先
導
に
救

　

助
を
行
い
、
避
難
所
ま
で
待
避
し
て
い

　

た
だ
く
よ
う
考
え
て
お
り
ま
す
。

答 

②

久
保　

弘
志 

町
長
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の
６
次
産
業
化
に
向
け
た
支
援
に
つ

　

い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

今
後
の
飲
食
店
な
ど
の
商
工

業
者
の
支
援
や
、学
生
の
暮
ら

し
応
援
事
業
の
さ
ら
な
る
支

援
に
つ
い
て



問 

②

佐
藤　
　

智 

議
員

　
　

Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル
の
停
止
に
よ
り

　

観
光
業
や
宿
泊
業
、
お
土
産
等
の
物
産

　

業
で
は
厳
し
い
状
況
が
続
く
と
予
想
さ

　

れ
ま
す
の
で
、
今
後
、
従
業
員
数
や
企

　

業
の
実
態
に
あ
っ
た
支
援
制
度
が
必
要

　

と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン

　

タ
ー
は
町
の
指
定
管
理
者
で
あ
り
ま
す

問 

③

佐
藤　
　

智 

議
員

　
　

学
生
暮
ら
し
の
応
援
事
業
は
９
月

　

末
で
終
了
し
て
い
ま
す
が
、
新
型
コ

　

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
１１
月
か
ら
再
び
感

　

染
拡
大
し
て
い
る
こ
と
で
ア
ル
バ
イ

　

ト
が
で
き
ず
、
学
生
の
生
活
も
厳
し

　

い
状
況
で
す
。
さ
ら
な
る
応
援
事
業

　

の
考
え
を
お
聞
き
し
ま
す
。

http://www.town.koshimizu.hokkaido.jp/gikai/

会議録を閲覧することができます。
　ホームページ及び図書館において町議会本会議の内容
がすべて記載されている会議録を閲覧できます。
　また、議会だよりは、ホームページ
でも見ることができます。

小清水町議会 で検索できます。

議会を傍聴してみませんか

事前申し込みなど面倒な手続きはありません。
お気軽にお越しください。

【お問い合わせ先】
小清水町議会事務局　☎６２-4477（直通）

　
　

国
の
追
加
臨
時
交
付
金
の
対
象
と

　

な
る
施
策
を
見
て
検
討
す
る
こ
と
に

　

な
り
ま
す
が
、
個
人
事
業
者
支
援
の

　

第
３
弾
の
実
施
は
検
討
し
な
け
れ
ば

　

な
ら
な
い
と
思
っ
て
お
り
、
特
に
従

　

業
員
割
り
の
部
分
は
、
従
業
員
数
に

　

応
じ
た
上
限
額
に
つ
い
て
再
度
慎
重

　

に
検
討
し
て
い
く
考
え
で
す
。

　
　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
は
町
の
施
設

　

で
す
の
で
、
ど
の
よ
う
な
支
援
策
が

　

必
要
か
検
討
し
な
が
ら
、
指
定
管
理

　

と
し
て
継
続
い
た
だ
け
る
よ
う
支
援

　

し
て
い
く
考
え
で
す
。

答 
②

久
保　

弘
志 

町
長

　
　

生
活
費
等
を
ア
ル
バ
イ
ト
で
稼
い

　

で
頑
張
っ
て
い
る
学
生
さ
ん
も
い
る

　

こ
と
は
認
識
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ

　

れ
ぞ
れ
の
ご
家
庭
が
お
子
さ
ん
を
支

　

え
る
立
場
で
あ
り
、
ご
家
庭
の
状
況

　

も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

　

い
ま
す
。
今
後
の
支
援
策
に
つ
い
て

　

は
議
論
を
重
ね
、
議
会
と
も
協
議
を

　

し
な
が
ら
慎
重
に
対
応
し
て
い
き
た

　

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

答 

③

久
保　

弘
志 

町
長

　
　

こ
れ
ま
で
に
、
本
町
と
し
ま
し
て
も

　

国
の
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し

　

て
各
種
の
町
内
商
工
業
者
対
策
を
行
っ

　

て
き
ま
し
た
。
こ
の
た
び
、
国
の
第
３

　

次
補
正
予
算
と
し
て
地
方
創
生
臨
時
交

　

付
金
の
追
加
方
針
も
決
定
し
ま
し
た
の

　

で
、
地
域
経
済
や
住
民
生
活
に
及
ぼ
す

　

影
響
を
見
極
め
、
感
染
予
防
と
経
済
活

　

動
維
持
を
主
力
と
し
た
必
要
な
支
援
に

　

つ
い
て
、
商
工
会
や
関
係
機
関
と
協
議
・

　

検
討
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

答 

①

久
保　

弘
志 

町
長
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込
ま
れ
ま
す
。
ま
た
、
ア
ル
バ
イ
ト
が

　

で
き
な
く
な
る
学
生
に
対
し
て
も
影
響

　

が
で
て
き
て
い
ま
す
。
今
後
の
新
た
な

　

支
援
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

　

が
、
町
内
事
業
者
と
し
て
支
援
す

　

る
考
え
が
あ
る
の
か
再
度
お
伺
い
し

　

ま
す
。

質
問
は
要
約
さ
れ
て
い
ま
す

　

議
会
だ
よ
り
は
、
紙
面
の
都
合
に
よ
り
、

質
問
・
答
弁
の
内
容
を
要
約
し
て
い
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
議
会
事
務
局
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　

☎
6
2

-

4
4
7
7（
直
通
）



　

総
務
文
教
常
任
委
員
会
は
、
所
管
事
務
調
査
と
し
て
、

１１
月
２４
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
次
の
項
目
に
つ
い
て
調

査
を
行
い
ま
し
た
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

経
済
厚
生
常
任
委
員
会

人
事
院
勧
告
に
つ
い
て

多
目
的
運
動
公
園
管
理
倉
庫
及
び

野
球
場
整
備
に
つ
い
て

認
定
こ
ど
も
園
に
つ
い
て

　

令
和
２
年
度
人
事
院
勧
告
の
概
要
に
つ
い
て
担
当
職

員
よ
り
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

経
済
厚
生
常
任
委
員
会
は
、
所
管
事
務
調
査
と
し
て

１２
月
１１
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
次
の
事
項
に
つ
い
て

調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

児
童
数
の
減
少
や
多
様
化
す
る
保
育
ニ
ー
ズ
を
踏
ま

え
、
幼
稚
園
と
保
育
所
の
両
方
の
良
さ
を
併
せ
持
つ
「
公

設
公
営
の
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
」
の
開
設
に
向

け
た
町
の
計
画
に
つ
い
て
、
担
当
課
か
ら
説
明
を
受
け
ま

し
た
。

　

整
備
が
完
了
し
た
、
多
目
的
運
動
公
園
の
駐
車
場
舗

■ 編　　集  /  議会報編集特別委員会
■ 委 員 長  /  瓜田　新一
■ 副委員長  /  木戸　寛治        
■ 委　　員  /  髙橋　　文・鬼塚　　茂
　　　　　　   工藤　孝一・佐藤　　智

皆さんのご意見・ご感想を
お待ちして
おります。

議会事務局　☎ ０１５２-６２-４４７７（直通）

議会日誌 12月１日～３1日

１１日　議会運営委員会

　　　議会報編集特別委員会

　　　経済厚生常任委員会

１５日   議会運営委員会

　　　第8回町議会定例会

　　　役場庁舎等建設検討特別委員会

２２日　オホーツク町村議会議長会役員会
         （網走市）

21広報こしみず

こしみず議会だより

整備された管理倉庫舗装された駐車場

委員会レポート

装
や
管
理
倉
庫
、
野
球
場
内
野
に
つ
い
て

担
当
課
か
ら
説
明
を
受
け
現
地
視
察
を
行

い
ま
し
た
。


